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第 87 期定時株主総会における議決権行使の集計結果に関するお知らせ 
 
 
 平成 25 年６月 26 日に開催いたしました当社第 87 期定時株主総会における議決権行使の集計結果

を下記のとおりお知らせいたします。 
なお、すべての議案は、株主様の多数のご賛成により、原案どおり承認可決されました｡ 

 
記 

１．決議事項 
第１号議案 剰余金処分の件 
   期末配当に関する事項として、次のとおりとする。 
   ① 配当財産の種類 金銭 
   ② 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額 
     当社普通株式１株当たり金 12 円 50 銭  総額 1,791,425,225 円 
   ③ 剰余金の配当が効力を生ずる日  平成 25 年６月 27 日 
 
第２号議案 定款一部変更の件 

       次に掲げる変更の理由、目的等に基づき、定款の一部に所要の変更を行う。 
① コーポレート・ガバナンスの改革として、取締役の事業年度ごとの経営責任をより

一層明確にし、経営環境の変化に柔軟かつ迅速に対応できる経営体制を構築するた

め、取締役の任期を２年から１年に短縮する（現行定款第 21 条）。 
② 役付取締役及び重要な使用人について、当社の現状の体制に合わせるための見直し

を行うとともに、役付取締役の見直しに伴い、取締役会の招集権者及び議長を機動

的に定めることが可能となるようにする（現行定款第 22 条、第 24 条及び第 28 条）。 
 
第３号議案 取締役８名選任の件 

第２号議案「定款一部変更の件」が原案どおり承認可決されることを条件として、取締

役として、橋本裕一、田中健二、政文祐、谷合俊澄、窪田顕文、細田泰、青井倫一及び

関孝哉を選任する。 
 
第４号議案 監査役１名選任の件 

監査役として、菊川知之を選任する。 
 

第５号議案 役員賞与支給の件 
当期末時の取締役８名のうち、社外取締役を除く取締役５名に対し、役員賞与として総

額 80 百万円を支給する。また、各取締役に対する金額は当社取締役会の決定によること

とする。 
 

第６号議案 取締役に対するストック・オプション報酬額及び内容決定の件 
本株主総会終結時の当社の取締役８名のうち、社外取締役を除く５名に対し、報酬とし

て新株予約権を年額 25 百万円の範囲で付与する。 
 

第７号議案 従業員等に対してストック・オプションとして新株予約権を発行する件 
当社の従業員並びに当社子会社の取締役及び従業員に対し、ストック・オプションとし

て新株予約権を発行し、当該新株予約権の募集事項の決定を当社取締役会に委任する。 
 
 
 
 
 
 



２．議決権行使の結果 

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 
決議の結果 

（賛成の割合）

第１号議案 92,520 11,689 80 （注）１ 可決（85.19％）

第２号議案 104,037 177 75 （注）２ 可決（95.79％）

第３号議案    （注）３  
橋本裕一 103,865 348 75  可決（95.63％）

田中健二 103,930 284 75  可決（95.69％）

政文祐 103,955 259 75  可決（95.72％）

谷合俊澄 103,956 258 75  可決（95.72％）

窪田顕文 103,957 257 75  可決（95.72％）

細田泰 104,006 208 75  可決（95.76％）

青井倫一 104,003 211 75  可決（95.76％）

関孝哉 104,011 203 75  可決（95.77％）

第４号議案 101,535 2,680 75 （注）３ 可決（93.49％）

第５号議案 103,780 437 75 （注）１ 可決（95.55％）

第６号議案 102,737 1,479 75 （注）１ 可決（94.59％）

第７号議案 102,780 1,436 75 （注）２ 可決（94.63％）

 （注）１．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。  

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び

出席した当該株主の議決権の３分の２以上の賛成であります。 

３．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び

出席した当該株主の議決権の過半数の賛成であります。 

    ４．本株主総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に

関して確認できたものを合計したことにより、すべての議案につき可決要件を満たし、

会社法に則って決議が成立したため、上記の結果には、本株主総会当日出席の株主の

うち、賛成、反対および棄権の確認ができていない議決権の数は加算しておりません。 
以 上 


